
翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
各
じ

藤

沢

＞

葛
ぼ

じ
ヽ
ｏ
律
Ｅ
命
ａ
ｏ
Ｄ

ｏ
ヽ

会
〇

の
Ｆ
Ｅ‐
３
∽
ュ

げ
出

の
Ｆ
圧

〕〕
（
∞
）

瑚
単
Ｓ
の
ず
二
Ｐ
と．中の
い
電
い

前
号
に
引
き
続
き
、
『奥
州
征
伐
記
』
を
翻
字
し
て
い
く
。
こ
の
作
品
の
成
立
問
題

な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『絵
本
平
泉
実
記
』
の
典
拠
」
翁
文
教
国
文
学
』
３８

・

３９
合
併
号
　
平
成
１０

。
２
発
行
）
に
少
し
く
触
れ
て
あ
る
。

底
本
略
書
誌

架
蔵
本
。
文
政
十
年
写
。
大
本
十
巻
十
冊
。

標
色
表
紙
。
左
辺
題
祭
、
墨
書
で

「奥
州
征
伐
記
」
。

見
返
し
、
序
、
総
目
録
、
な
し
。
一扉
題

「奥
州
征
伐
記
」
。

凡
例。
私
に
句
読
点
、
濁
点
、
「　
」
『　
』
を
補
い
、
ま
た
段
落
を
設
置
し
た
。

・
本
文
中
に
は
平
仮
名
、
片
仮
名
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
別
意
図
的
に

強
調
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
除
き
、
平
仮
名
に
統

一
し
た
。

・
か
、
に
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
よ
り
」
「と
も
」
（あ
る
い
は

「ど
も
し

と
直

し
た
。

・
一
文
字
の
繰
返
し
は
、
平
仮
名
の
場
合

「
ゝ
」
「
ゞ
」
、
片
仮
名
の
場
合

「
ヽ
」

「
ヾ
」
、
漢
字
の
場
合

「
々
」
に
し
た
。
複
数
文
字
の
繰
返
し
は
、
三
文
字
以
上

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
各
じ

で
も

「／
ヽ
」
に
統

一
し
た
。

・
漢
字
は
基
本
的
に
、
現
在
通
行
さ
れ
て
い
る
字
体
に
統

一
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
写
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
し
、
右
に

（
マ
マ
）
と
付
注
を
し
た
。

毅
　
　
　
　
　
。
い
わ
ゆ
る

「見
せ
消
ち
」
の
状
況
は
採
用
せ
ず
、
修
正
後
の
形
の
み
を
記
し
た
。

・
明
ら
か
に
脱
文
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に

（脱
文
あ
り
）
と
記
し
た
。

奥
州
征
伐
記

（見
返
し
貼
付
け
丁
表
）

十
本
之
内
　
武
清

（見
返
し
）

奥
州
征
伐
記
巻
之
三

一　

泉
三
郎
忠
衡
義
死
井

鎌
倉
勢
奥
州

へ
進
発
、
泰
衡
軍
兵
着
到
手
配
の
事

一　

鎌
倉
勢
奥
州

へ
着
陣

付

和
田
義
盛
裁
判

井

三
浦
義
澄
、
笠
井
清
重
等
抜
駆
閑

談
の
事

一　

畠
山
重
忠
大
量
、
熊
谷
直
家
直
言

井

伊
達
大
木
戸
破
る

ゝ
事

（
１
オ
）

一　

樋
爪
五
郎
高
衡
謀
略

付

寄
手
難
義

井

安
藤
次
郎
乱
箭
の
中
に
死
亡
の
事

一　

鎌
倉
殿
奥
州
安
津
加
志
に
本
陣
を
居
ら
る

ゝ
付

合
戦
の
事

一　

高
衡
義
盛
互
に
謀
略
を
廻
す

付

城
兵
利
を
失
ふ
事

（
１
ウ
）
（２
オ

・
記
載
な

し
）

奥
州
征
伐
記
　
巻
之
第
三

泉
三
郎
思
衡
義
死
　
鎌
倉
勢
奥
州

へ
進
発
の
事

井

泰
衡
軍
兵
手
配
り
の
事

扱
も
泉
三
郎
忠
衡
は
、
亡
父
の
遺
言
を
守
て
兄
弟
に
組
み
せ
ず
、
引
別
れ
て
居
城

に
篭
り
け
り
。
此
故
に
泰
衡
大
に
窓
て
厨
川
六
郎
俊
衡
に
下
知
し
て
忠
衡
が
居
城
を

一



攻
さ
せ
け
る
に
、
泉
三
郎
も
命
を
捨
て
防
戦
す
。
然
る
に
忠
衡
が
妻
女
は
、
古
佐
藤

庄
司
の
娘
に
て
武
勇
の
女
な
れ
ば
、
此
節
馬
打
乗
り
長
刀
を
打
振
て
敵
中

へ
駈
入
苦

戦
す
る
事
数
剋
也
。
其
勇
敢

（
２
ウ
）
男
子
に
勝
れ
り
。
然
れ
共
、
寄
手
大
勢
に
て

揚
手
を
攻
破
り
、
俊
衡
城
中

へ
乗
り
入
り
け
り
。
此
故
に
三
郎
忠
衡
も

『今
は
是
迄

也
』
と
夫
婦
共
に
自
害
し
て
死
し
け
る
故
、
其
郎
等
共
は
忠
衡
夫
婦
が
介
錯
し
て
首

級
を
火
中
に
投
入
、
皆
々
自
害
し
、
或
は
刺
違
、
皆
悉
く
死
し
け
る
故
、
寄
手
は
俊

衡
を
始
め
、
諸
勢
平
泉

へ
帰
陣
し
け
る
。

去
程
に
文
治
四
年
七
月
廿
三
日
、
二
品
は
奥
州
退
治
の
為
、
今
日
鎌
倉
を
進
発
し

玉
ふ
。
御
供
に
は
、
先
御
舎
弟
三
河
守
範
頼
卿
、　
一
条
治
郎
忠
頼
、
板
垣
兵
衛
尉
兼

信
、
浅
利
与

一
家
忠
、
八
代
三
河
守
常
信

（
３
オ
）
田
中
兵
部
少
輔
義
則
、
逸
見
冠

者
、
武
田
兵
衛
尉
有
義
、
小
笠
原
信
濃
守
、
平
鹿
武
蔵
守
義
信
、
田
代
冠
者
信
連
、

新
田
蔵
人
信
包
、
同
大
炊
介
義
重
、
他
家
の
輩
に
は
上
総
介
忠
廣
、
熊
谷
小
治
郎
直

家
、
平
山
武
者
所
季
重
、
岡
部
六
弥
太
忠
澄
、
佐
々
木

一
窯
、
土
肥
治
郎
実
平
、
梶

原
平
三
景
時
父
子
、
宇
都
宮
弥
三
郎
朝
綱
、
八
日
右
衛

〔門
〕
尉
朝
家
、
小
山
左
衛

門
朝
政
、
同
五
郎
家
政
、
結
城
七
郎
朝
光
、
加
藤
治
景
廣
、
大
庭
平
太
景
氏
、
比
企

藤
四
郎
義
員
、
曽
我
太
郎
祐
信
、
工
藤
祐
経
、
愛
甲
三
郎

（３
ウ
）
景
隆
、
笠
井
兵

部
尉
清
重
、
海
野
小
太
郎
幸
氏
、
三
浦
介
義
澄
、
同
平
六
兵
衛
義
村
、
岡
崎
四
郎
義

実
、
佐
原
十
郎
義
連
、
下
川
辺
庄
司
行
平
、
仁
田
四
郎
忠
常
、
千
葉
介
常
胤
父
子
、

畠
山
治
郎
重
忠
、
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
、
其
勢
都
合
五
十
余
万
人
。
又
、
御
留
守
居

に
は
、
北
条
四
郎
時
政
、
佐
々
木
四
郎
高
綱
、
大
江
因
幡
守
度
元
、
三
善
康
信
入
道

善
信
、
鎌
田
藤
治
俊
長
、
斉
院
治
官
親
吉
等
を
残
さ
れ
け
り
。
大
軍
既
、
東
海
北
陸

中
仙
道
の
三
道
に
別
れ
て
、
東
海
道
の
大
将
に
は
御
舎
弟
三
河
守
範
頼

（
４
オ
）
卿
、

副
将
に
は
人
田
左
衛
門
尉
朝
家
、
千
葉
介
等
、
以
下
八
万
余
人
。
北
陸
道
は
信
濃
守

遠
光
、
武
蔵
守
義
光
両
将
、
井
に
佐
々
木
蓮
西
等
也
。
其
勢
六
万
余
人
。
中
仙
道
の

大
将
に
は
比
企
藤
四
郎
義
員
、
稲
毛
三
郎
重
盛
、
其
勢
三
万
余
人
。
鎌
倉
殿
は
中
仙

道
よ
り
向
ひ
給
ふ
。
軍
奉
行
は
熊
谷
小
治
郎
直
家
、
平
山
武
者
所
季
重
両
人
也
。
先

陣
は
畠
山
治
郎
重
忠
也
。
和
田
左
衛
門
義
盛
は
軍
中
の
事
を
司
り
、
尤
侍
所
諮
士
の

二

別
当
也
。
此
度
の
軍
に
梶
原
景
時
を
以
、
義
盛
の
相
役
と
し
給
ふ
。
鎌
倉
引
率
し
給

ふ
惣
軍
は
三
十
万

（４
ウ
）
七
千
余
人
也
。

私
に
日
、
頼
朝
公
初
め
に
は
平
家

へ
捕
は
れ
と
也
、
既
、
誅
せ
ら
れ
ん
と
し
給

ふ
を
池
の
禅
尼
の
歎
訴
に
依
て
助
命
し
、
豆
州

へ
配
流
せ
ら
れ
、
其
後
義
兵
を

揚
げ
石
橋
山
の
合
戦
に
打
負
、
七
騎
と
也
、
節
木
に
隠
れ
て
辛
き
命
を
助
り
玉

へ
、
斯
の
如
く
危
急
の
事
共
也
し
が
、
運
強
く
平
家
を
亡
し
、
日
本
惣
追
補
使

に
任
じ
、
今
斯
く
日
本
国
中
の
大
軍
を
引
率
し
給
ふ
事
、
実
や
呆
報
伊
美
敷

朝
頼
卿
也
。
然
れ
共
、
残
念
也
し
は
連
枝
を
悉
く
誅

（５
オ
）
し
給
ふ
は
何
事

ぞ
や
。
去
れ
ば
子
孫
に
至
て
北
条
に
武
威
を
奪
は
れ
、
三
代
に
し
て
述
絶

へ
た

る
は
、
頼
朝
卿
の
不
仁
故
也
。

斯
て
先
陣
の
軍
兵
、
下
野
国
小
出
に
至
る
と
難
、
後
陣
は
未
だ
鎌
倉
を
放
れ
ず
。

斯
の
如
く
な
れ
ば
、
泰
衡
縦
鉄
城
に
篭
り
石
門
を
閉
固
む
る
迎
も
、
此
勢
に
て
は
争

か
攻
破
ら
ず
と
云
事
有
ま
じ
と
、
惣
軍
勇
み
進
み
け
る
。
理
り
成
る
か
な
、
七
月
廿

三
日
卯
の
剋
よ
り
段
々
出
障
し
て
昼
夜
引
も
切
ら
ず
、
第
七
日
目
に
申
の
刻
に
及
び

後
障
の
和
田
義
盛
漸
く
鎌
倉

（
５
ウ
）
桐
ヶ
谷
を
出
放
れ
け
，
。

斯
て
鎮
守
府
将
軍
泰
衡
は
鎌
倉
殿
大
軍
に
て
当
国

へ
責
来
り
給
ふ
由
を
伝

へ
聞

き
、
「此
方
に
て
も
手
合
せ
し
て
敵
軍
を
待
べ
し
」
と
て
、
先
泰
衡
が
猿
下
三
万
余

人
、
錦
戸
太
郎
国
衡
八
千
余
人
、
鳥
海
四
郎
季
衡
八
千
余
人
、
樋
爪
五
郎
高
衡

一
万

余
人
、
厨
川
六
郎
俊
衡
五
千
余
人
、
大
田
冠
者
経
衡
、
本
音
冠
者
道
衡
、
両
勢
合
せ

て
千
五
百
余
人
、
扱
又
故
秀
衡
が
従
弟
樋
爪
太
郎
俊
衡
法
師
が
子

・
伊
達
冠
者
義

衡
、
新
田
冠
者
隆
衡
、
両
勢
合
て
八
千
余
人
、
泰
衡

（
６
オ
）
が
伯
父

・
佐
藤
庄
司

一
万
余
人
、
泰
衡
が
男

・
式
部
太
輔
基
重
二
千
余
人
、
湯
野
庄
司
忠
治
八
千
余
人
、

井
に
執
権
金
剛
別
当
秀
綱

一
万
五
千
余
人
、
同
下
次
房
太
郎
秀
堅
八
千
余
人
、
同
川

部
太
郎
高
綱
五
千
余
人
、
由
利
八
郎
惟
平
七
千
余
人
、
伊
賀
羅
目
七
郎
高
重
七
千
余

人
、
常
陸
入
道
念
西
父
子
、
日
川
太
郎
武
久
等
五
千
余
人
、
北
山
太
郎
忠
文
五
千
余

人
、
常
陸
次
郎
為
重
、
同
冠
者
為
家
、
合
て
八
千
余
人
、
川
田
八
郎
九
千
余
人
、

匂

藤
八
郎
五
百
余
人
、
川
北
太
郎
五
千
余
人
、
其
外

（６
ウ
）
両
州
他
家
の
大
名
廿
三



人
、
其
勢
五
万
余
人
、
惣
じ
て
両
国
の
軍
兵
五
十
九
万
七
千
余
人
の
着
到
也
。

然
る
に
、
泰
衡
は
平
泉
の
本
城
に
在
て
、
伊
達
の
大
木
戸

へ
家
老
金
剛
別
当
秀
綱

を
遣
し
、
鳥
海
四
郎
季
衡
に
五
万
余
人
を
添

へ
て
大
手
白
川
の
関
を
か
た
め
さ
せ
、

安
津
加
志
山
国
見
沢
の
手

へ
は
錦
戸
太
郎
国
衡
六
万
余
人
に
て
指
堅
め
、
揚
手
出
羽

の
国
根
津
ヶ
関
は
常
陸
入
道
念
西
父
子
、
佐
藤
庄
司
等
六
万
余
人
に
て
相
守
る
。

又
、
宇
田
行
方
は
武
文
忠
文
等
三
万
余

（７
オ
）
人
に
て
守
り
、
輔
殿
を
防
が
せ
、

樋
爪
五
郎
高
衡
は
弱
か
ら
ん
方
を
助
ん
と
遊
軍
と
成
て
備
た
り
。
扱
又
、
両
州
の

城
々
へ
二
万
三
万
の
軍
兵
を
篭
置
て

「其
最
寄
り
／
ヽ

へ
加
勢
せ
よ
」
と
の
下
知
也
。

又
、
厨
川
俊
衡
、
錦
戸
国
衡
等
が
後
詰
加
勢
と
し
て
二
万
余
人
、
国
見
峠
に
備

へ
さ

せ
た
り
。
此
俊
衡
は

（脱
文
あ
り
）
樋
爪
五
郎
季
衡
は
高
衡
と
双
子
也
。
然
れ
共
、

季
衡
先

へ
生
れ
し
故
四
男
と
す
。
抑
々
、
此
樋
爪
五
郎
高
衡
は
智
深
く
謀
こ
と
賢
く

勇
有
て
仁
義
を
守
り
射
芸
に
達
し
た
る
上
に

（７
ウ
）
太
刀
打
も
名
人
な
れ
共
、
渠

に
敵
す
る
者
な
し
。
異
国
の
孔
明
に
も
恥
ず
べ
か
ら
ず
の
智
謀
也
。
勇
力
は
項
羽
と

雖
、
敵
す
べ
き
に
非
ず
。
去
れ
ば
、
鎌
倉
殿
勢
如
何
様
に
責
る
と
も
中
々
落
城
す
べ

し
と
思
は
れ
ず
。

鎌
倉
勢
奥
州

へ
着
陣
　
和
田
義
盛
裁
判
の
事

井

〓
一浦
義
盛
笠
井
清
重
等
抜
駆
閑
談
の
事

斯
て
頼
朝
卿
は
同
月
十
七
日
、
下
野
の
国
板
橋
に
着
陣
し
玉

へ
ば
、
宇
都
宮

へ
奉

幣
使
を
立
給
ふ
。
此
節
御
前
に
紺
の
直
垂
を
着
し
た
る
若
者
、
御
前
に
伺
公
す
。
政

光
入
道
是
を
見
て

（８
オ
）
其
姓
名
を
尋
け
れ
ば
、
二
品
の
仰
せ
に

「渠
は
日
本
無
双
の
勇
士
熊
谷
小
治
郎
直
家
也
」

と
宣
ふ
。
入
道
重
て

「何
故
、
日
本
無
双
の
号
有
り
や
」

と
云
。
二
品
聞
し
召

「十
五
歳
の
時
よ
り
、
父
直
実
に
随
ひ
宇
治
川

一
ノ
谷
に
て
身
命
を
顧
ず
大
功
を
立

た
る
故
也
」

と
仰
け
れ
ば
、
入
道
是
を
承
り
、
微
笑
し
て

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
各
じ

「凡
武
門
の
身
と
し
て
君
の
為
に
戦
場
に
臨
ん
で
命
を
捨
て
軍
す
る
は
、
士
の
道
な

れ
ば
珍
ら
し
か
ら
ず
。
然
れ
共
日
本
無
双
と
は
申
難
し
。
勿
論
彼
輩
は
然
る
べ
き
郎

従
等
も
な
き
故
、
自
身
に
手
を
卸
す
故
に
其
号
有
が
、
政
光
如
き
大
名
は
能
き
家
人

余
多
有
に
依
て
、
（
８
ウ
）
渠
等
が
手
が
ら
を
以
、
自
身
の
高
名
と
す
る
故
に
其
名
顕

は
れ
ざ
る
や
」

と
云
て
、
嫡
子
左
衛
門
朝
政
、
次
男
五
郎
宗
政
、
三
男
結
城
七
郎
朝
光
、
有
子
八
郎

頼
綱
等
を
呼
ん
で

「此
度
の
合
戦
に
於
は
、
自
ら
粉
骨
を
振
い
高
名
を
顕
は
し
日
本
無
双
の
名
を
得
ず

ん
ば
、
速
に
勘
当
す
べ
し
」

と
云
。

愛
に
て
又
、
佐
竹
四
郎
義
宣
、
今
日
後
れ
馳
せ
に
参
陣
し
て
渠
が
持
旗
を
御
覧
じ

け
る
に
、
二
品
の
御
績
と
同
じ
様
に
惣
白
な
れ
ば
、
見
間
違
ふ
べ
き
条
、
是
を
以
、

印
と
す
べ
き
よ
し
に
て
日
の
丸
書
た
る
を
給
は
る
に
依
て
、
は
た
年
の
先
き

（９
オ
）

に
指
付
け
る
が
、
今
に
至
り
日
の
丸
書
た
る
扇
を
以
て
佐
竹
氏
の
家
紋
と
す
。

愛
に
下
河
辺
庄
司
行
平
と
云
は
、
城
の
四
郎
永
茂
が
勢
二
百
余
人
是
有
る
由
を
言

上
し
け
れ
ば
、
鎌
倉
殿
大
に
驚
か
せ
給

へ
、
和
田
義
盛
を
召
し
て
仰
け
る
は

「城
の
永
茂
は
平
家

へ
属
し
て
頼
朝
に
敵
し
た
る
に
初
て
召
捕
て
、
梶
原
平
三
に
預

け
置
と
難
、
名
を
得
た
る
勇
士
な
れ
ば
此
度
召
具
す
る
所
也
。
然
る
に
渠
は
当
時
浪

人
と
云

へ
、
殊
に
囚
人
同
前
な
れ
ば
従
者
両
三
人
に
は
過
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
兵
卒

二
百
余
人
召
し
具
せ
し
事
心
得
ず
。
勿
論
足
下
は

（９
ウ
）
軍
中
の
事
を
支
度
す
る

重
職
を
司
る
身
な
れ
ば
、
諮
る
事
こ
そ
第

一
に
糾
明
す
べ
き
も
の
也
」

と
仰
け
れ
ば
、
義
盛
是
を
承
り

「上
意
の
如
く
、
此
儀
は
先
達
て
吟
味
せ
し
む
る
所
に
、
永
茂
申
す
は

『囚
人
の
身

な
れ
共
、
鎌
倉
殿
の
御
免
を
蒙
り
、
此
度
御
陣
の
御
供
に
召
加

へ
給
ふ
に
依
て
、
本

国
の
家
人
共
馳
せ
参
じ
て
凡
二
百
余
人
に
及
び
候
間
、
右
人
数
の
札
を
下
し
給
は
る

べ
き
』
由
、
申
に
依
て
、
何
様
君
の
御
勢

一
人
也
共
重
な
る
程
味
方
の
吉
事
な
れ
ば
、

則
札
を
与

へ
遣
す
也
」

三



と
申
す
。
二
品
重
て
仰
せ
に

「渠
が
兵
卒
二
百
余
人
に
千
枚
の
札
を
与

へ
た
る
は

（１０
オ
）
如
何
ぞ
や
」
。

義
盛
畏
て

「城
の
四
郎
永
茂
は
越
後
の
国

一
州
の
守
護
也
。
但
し
、
彼
国
は
大
軍
出
る
故
、
千

枚
の
札
を
与

へ
候
。
其
心
は
永
茂
事
、
君
に
敵
す
る
と
難
、
渠
縦

へ
千
騎
万
騎
の
勢

有
る
と
て
も
恐
る

ゝ
に
足
ら
ず
、
と
思
召
て
千
枚
の
札
を
下
賜
は
る
は
大
胆
成
る
御

心
に
敵
す
る
事
成
べ
か
ら
ず
。
却
て
永
茂
を
帰
伏
さ
せ
し
め
ん
が
為
に
与

へ
遣
す
所

也
」
と
言
上
す
。
実
や
、
義
盛
智
謀
の
深
き
事
言
語
に
演
難
し
と
、
さ
し
も
の
永
茂
も
義

盛
が
智
勇
と
権
勢
の
強
き
は
甚
だ
恐
れ
け
り
。
（
１０
ウ
）

私
に
日
、
和
田
義
盛
城
の
四
郎
に
札
を
与

へ
、
却
て
渠
を
帰
伏
さ
せ
し
を
、

宿
々
是
を
思

へ
合
は
す
る
に
、
豊
臣
太
閤
秀
吉
公
茶
の
湯
の
大
会
有
り
し
時
、

左
り
に
は
東
照
神
宮
、
右
に
は
大
納
言
利
家
座
し
給
ふ
時
、
本
多
忠
勝
は
神
君

を
進
め
奉
り
太
間
を
討
奉
る
べ
き
よ
し
を
申
上
る
と
雖
、
神
君
に
は
非
義
を
行

は
せ
給
は
ざ
る
御
名
将
な
れ
ば
、
曽
て
是
を
御
信
用
な
し
。
然
る
に
秀
吉
公
は

本
多
忠
勝
は
神
君
を
進
め
奉
る
心
を
早
く
推
量
し
給

へ
、
御
腰
の
物
を
取
ら
せ

給

へ
、
仰
せ
け
る
は

「秀
吉
壮
年
の
頃
に
は
長
き

（１１
オ
）
太
刀
刀
を
好
て
帯

し
た
れ
ど
も
麻
売
を
指
し
た
る
が
如
く
思

へ
し
か
共
、
諺
の
如
く
麒
麟
も
老
ぬ

れ
ば
篤
馬
に
も
劣
る
と
云

へ
る
が
如
く
、
此
短
刀
だ
に
も
重
く
覚
ゆ
れ
ば
暫
く

汝
に
預
る
也
」
と
、
忠
勝

へ
渡
し
給

へ
ば
、
本
多
は
俄
に
赤
面
し
て
惣
身
に
汗

を
流
し
け
り
と
か
や
。
去
れ
ば
太
閤
は
其
身
を
害
せ
ん
と
思
ふ
も
の
に
却
て
太

刀
刀
を
渡
し
給
ふ
は
大
胆
不
敵
と
や
云
は
ん
。
実
に
や
威
光
凛
々
た
る
威
勢
に

石
流
の
本
多
、
勇
気
を
折
か
れ
、
犯
又
義
盛

（１１
ウ
）
も
永
茂
が
心
を
折
き
傾

た
る
は
年
暦
を
隔
つ
と
難
、
其
心
は
相
同
じ
。

斯
て
此
度
惣
軍
の
扶
持
は
白
米
に
し
、　
一
人
七
合
宛
を
定
て
百
五
十
余
ヶ
所
の
篭

ど
を
補
理
し
て
兵
根
の
用
意
し
、
勿
論

一
手
／
ヽ
に
奉
行
人
を
付
て
混
雑
せ
ざ
る
様

に
、
義
盛
残
る
所
も
な
く
下
知
し
け
り
。
抑
々
和
田
義
盛
は
、
其
生
質
廉
直
に
し
て

四

義
信
深
き
故
、
諸
士
の
面
々
常
に
其
権
威
に
恐
怖
し
け
る
事
斯
の
如
し
。
又
、
梶
原

平
三
景
時
も
軍
中
は
義
盛
が
相
役
と
し
て
諸
士
の
別
当

（
１２
オ
）
を
司
る
と
難
、
権

威
に
於
は
義
盛
に
似
べ
く
も
な
し
。
其
故
は
景
時
は
元
来
其
心
に
己
れ
を
立
、
他
人

を
目
の
下
に
見
て
権
威
を
以
、
押
付
ん
と
す
る
と
雖
、
人
猶
伏
せ
ず
し
て
何
事
も
伏

せ
ず
。
或
る
時
、
義
盛
は
二
品
の
御
前
に
出
て
軍
議
を
閑
談
し
け
る
述
に
て
景
時

一

人
権
威
を
振
い
、
諸
軍
を
沙
汰
し
け
る
に
六
ヶ
敷
事
十
余
ヶ
条
有
り
し
を
景
時
則
判

談
し
け
れ
共
、
悉
く
滞
て

一
事
も
埒
明
か
ず
。
然
る
を
義
盛
、
片
時
の
内
に
裁
判
し

け
る
故
、
此
後
は
景
時
助
言
す
る
事
な
く
、
毎
事
義
盛
に
随
ひ
け
り
。
抑
々
、
此
梶

（
‐２
ウ
）
原
平
三
景
時
は
、
文
武
両
道
に
通
達
し
け
る
故
、
二
品
も
御
贔
員
に
思
召
、

無
二
の
寵
臣
也
。
竹
て
景
時
は
己
れ
御
前
の
よ
き
を
面
に
顕
は
し
、
二
品
の
御
威
勢

を
借
て
他
人
を
従

へ
ん
と
而
巳
す
る
故
、
結
句
諸
人
渠
を
軽
ん
じ
て
後
世
に
悪
名
を

残
し
け
り
。

去
程
に
二
品
奥
州

へ
着
陣
し
玉

へ
け
れ
ば
、
「伊
達
の
大
木
戸
を
責
破
る
べ
し
」
と

て
畠
山
次
郎
重
忠
を
以
て
先
陣
と
し
て
、
彼
所
に
向
は
し
め
、
八
月
二
日
の
夜
也
し

が
、
「明
日
早
く
大
木
戸
を
攻
破
る
べ
し
」
と
諸
勢
各
々
其
用
意
頻
り
也
。
愛
に
先
勢

の
中
に
三
浦
平
六
兵
衛
義
村
、
笠
井

（１３
オ
）
三
郎
清
重
、
工
藤
小
治
郎
行
光
、
狩

野
介
宗
茂
、
宇
佐
美
三
郎
、
川
村
千
鶴
丸
、
此
面
々
に
参
会
し
て
、
密
に
申
合
せ
け

る
は
「抑
々
源
平
の
戦
ひ
に
無
類
の
高
名
顕
は
し
た
る
者
共
と
て
其
名
を
残
し
た
る
輩
多

し
と
雖
、
左
の
而
已
大
功
と
云
に
は
非
ず
。
先
々
熊
谷
直
実
、
平
山
重
忠
等
が

一
ノ

谷
の
先
陣
は
後
障
の
大
勢
を
頼
み
に
し
た
る
故
也
。
梶
原
平
三
景
時
、
二
度
の
先
駆

は
我
子
源
太
を
救
ひ
助
ん
と
思
ふ
に
竹
て
也
。
佐
々
木
盛
綱
が
藤
戸
の
海
を
渡
し
た

る
は
案
内
者
有
る
に
依
て
、
日
原
又
太
郎
忠
綱
が
宇
治
川
の
先
陣
も
瀬
踏

（１３
ウ
）

仕
た
る
者
有
故
也
。
是
等
を
さ

へ
、
日
本
無
双
の
勇
士
也
と
諸
人
称
美
す
。
然
れ
ば

さ
し
も
名
高
き
伊
達
の
大
木
戸
を
今
宵
の
内
に
我
々
の
力
を
以
攻
破
り
た
ら
ん
に
は
、

其
功
天
下
に
並
ぶ
者
有
べ
か
ら
ず
。
先
々
今
夜
抜
駈
し
て
、
縦
令
戸
は
大
木
戸
に
晒

す
共
、
名
を
後
世
に
残
し
て
子
孫
の
美
日
と
す
べ
し
」



と
申
け
れ
ば
、
面
々
聞
て

「此
義
尤
然
る
べ
し
」
と
同
意
す
。
其
中
に
川
村
千
鶴
丸

は
未
だ
幼
少
な
れ
ば
、
「足
下
は
抜
駈
無
用
也
」
と
留
め
け
れ
ば
、
千
鶴
丸
聞
て

「
凡
、
戦
場
に
於
、
長
幼
の
差
別
は
有
べ
か
ら
ず
。
達
て
具
し
玉
は
ず
は
、
面
々
の

抜
駈

（
１４
オ
）
を
畠
山

〔に
〕
告
知
ら
せ
て
妨
げ
す
べ
し
」

と
云
に
依
て
、
「左
程
に
思

へ
詰
ら
る

ゝ
上
は
相
具
す
べ
し
」
と
云
。
此
千
鶴
丸
は
生

年
十
三
歳
也
。
然
れ
共
、
此
時
の
武
士
は
童
と
雖
、
敵
陣
に
向
て
軍
す
る
を
本
意
と

覚

へ
た
り
と
見

へ
た
り
。
斯
て
此
輩
は
各
々
用
意
し
て
縄
を
以
、
馬
を
括
り
噺
き
さ

せ
じ
と
す
。
但
し
、
面
々
旗
持

一
人
宛
を
召
具
し
て
、
畠
山
が
障
所
の
後
ろ
、
峯
嶺

を
越
て
押
行
け
り
。

私
に
日
、
峯
嶺
と
云
は

「峯
嶺
」
と
書
た
る
文
字
也
。
諮
木
も
な
く
禿
げ
山
の

峯
に
は
此

「峯
」
の
字
を
書
く
也
。
惣
じ
て

（１４
ウ
）
文
字
に
は
対
々
有
也
。

諮
木
茂
り
た
る
嶺
に
は
此

「嶺
」
の
字
を
書
く
也
。
咽
喉
の
二
年
は

「咽
喉
」

と
読
べ
き
が
如
し
。

畠
山
重
忠
大
量
　
熊
谷
直
家
直
言
の
事

井

伊
達
の
大
木
戸
破
ら
る

ヽ
事

斯
て
三
浦
義
村
、
笠
井
清
重
、
工
藤
行
光
、
狩
野
宗
茂
、
宇
佐
美
、
川
村
等
は
忍

び
や
か
に
畠
山
が
備
を
出
て
、
備
の
後
通
る
。
然
る
に
此
節
夜
廻
り
し
け
る
本
多
次

郎
近
常
通
に
見
て
、
急
ぎ
本
陣

へ
立
戻
り
主
人
重
忠

ヘ

「誰
々
は
抜
駈
せ
ん
為
に
当
手
を
指
置
、
後
ろ
を
押
通
り
候
。
急
ぎ
行
向
て
押
留
め

（
・５
オ
）
べ
き
や
。
又
は
将
軍

へ
申
べ
き
や
」

と
云
。
重
忠
聞
て
少
し
も
騒
が
ず
、

「我
前
方
、
宇
治
川
或
は
特

越
に
て
先
手
に
進
み
し
も
、
他
人
に
先
を
せ
ら
れ
じ
と

心
懸
た
り
。
然
る
に
其
輩
は
他
の
備
に
あ
ら
ず
。
皆
悉
く
先
手
の
輩
也
。
重
忠
先
陣

を
承
る
上
は
彼
の
輩
の
高
名
は
重
忠
が
手
柄
成
る
べ
し
。
然
る
に
渠
等
を
答
る
時
は
、

重
忠
は
高
名
せ
ん
事
を
知
て
す
る
に
似
た
り
。
唯
其
侭
に
捨
置
く
べ
し
」

と
て
、
曽
て
是
を
答
め
ず
。
実
や
、
重
忠
の
大
量
斯
の
如
し
。
外
の
人
な
ら
ば
遮
り

留
む
べ
か
り
し
。翻

字

『奥
州
征
伐
記
』
各
じ

斯
て
六
騎
の
輩
は
大
木
戸

へ
押
付
た
れ
ど
も
、
城

（
１５
ウ
）
中
は
鎮
り
返

つ
て
音

も
な
し
。
扮
て
す
べ
き
様
も
な
く
居
る
処
に
、
斉
院
親
能
が
養
子
た
る
大
友
左
近
将

監
能
直
は
良
従

一
人
を
召
具
し
て
、
是
又
抜
駈
し
て
此
所
に
来
り
、
彼
の
面
々
と

一

手
に
成
る
。
然
れ
共
、
未
だ
曽
て
木
戸
の
開
か
ざ
れ
ば
是
非
に
及
ば
ず
。
然
る
に
熊

谷
小
治
郎
直
家
は
、
先
日
小
山
下
野
入
道
が
直
家
に
日
本
無
双
の
号
有
事
を
笑
ひ
し

故
、
此
度
も
又
大
木
戸
の
先
陣
を
す
べ
し
と
思

へ
、
其
身
は
軍
奉
行
乍
、
斯
抜
駈
し

た
り
。
時
に
小
治
郎
は
人
人
の
輩
に
向
て

「面
々
は
何
故
徒
に
斯
居
り
玉
ふ
や
」
と

（
‐６
オ
）
間
け
れ
ば
、
抜
駆
の
輩

一
同
に

「城
兵
木
戸
を
開
か
ざ
る
故
、
是
非
に
及

ば
ず
」
と
云
。
直
家
聞
て

「其
義
な
ら
ば
先
々
某
木
戸
を
開
か
す
べ
し
」
迎
、
城
に

向
て
大
音
声
に

「武
蔵
の
国
の
住
人
、
熊
谷
の
小
治
郎
直
家
、
大
木
戸
の
先
陣
也
。
昔
、　
一
ノ
谷
の

先
陣
せ
し
時
は
、
平
家
の
の
諸
将
駈
出
／
ヽ
武
勇
を
争
ひ
し
が
、
奥
州
の
者
共
臆
し

た
る
に
や
。
早
く
出
張
し
て
勝
負
せ
よ
」

と
呼
は
つ
た
り
。

時
に
城
中
に
て
是
を
聞
、
大
に
怒
り
、
木
戸
を
開
て
駈
出
た
り
。
斯
て
敵
味
方
死

を
忘
て
挑
み
戦
ふ
所
に
、
城
兵

（１６
ウ
）
匂

へ
藤
八
と
て
六
群
無
双
の
大
力
量
也
し

が
、
工
藤
小
次
郎
と
引
組
け
る
が
、
藤
八
上
に
成
て
既
工
藤
が
首
を
討
た
ん
と
す
る

所
に
、
笠
井
三
郎
清
重
助
来
て
、
藤
人
が
腕
を
と
ら

へ
引
倒
さ
ん
と
す
。
藤
人
は
又
、

笠
井
を
も
捕
ら
い
て
引
よ
せ

一
所
に
少
し
も
動
か
せ
ず
。
此
時
、
小
治
郎
直
家
馳
来

て
藤
八
が
鎧
の
車
摺
を
畳
上
て
、
三
刀
刺
て
行
光
に
首
を
と
ら
せ
け
り
。
是
、
今
日

の

一
番
首
也
。

然
る
に
工
藤
行
光
、
首
帳
に
記
す
節

「熊
谷
直
家
と
某
、
相
討
也
」
と
云
。
直
家

は
又

「行
光
が
高
名
也
」
と
云
。
時
に
工
藤

（
１７
オ
）
小
治
郎
行
光
云
は

「勿
論
、
某
匂
藤
八
組
と
難
、
彼
の
者
大
力
故
、
既
某
を
捕
て
押

へ
首
を
討
た
ん
と

し
け
る
所
に
、
笠
井
清
重
助
来
り
し
が
是
又
組
敷
か
る

ゝ
時
に
、
直
家
来
て
藤
八
を

三
刀
刺
し
て
某
に
首
を
討
た
せ
た
れ
ば
、
相
討
也
」

と
云
。
直
家
聞
て

五



「足
下
初
め
に
組
た
れ
ば
社
、
我
渠
を
刺
し
た
り
。
但
し
我
足
下
に
力
を
添

へ
事
は

全
く
足
下
を
思
ふ
の
み
も

（の
）
計
り
に
も
非
ず
。
身
方
の
勇
士
を
大
切
に
す
る
は

直
ぐ
に
主
人
鎌
倉
殿

へ
の
思
信
を
思
ふ
故
也
。
是
等
は
君

へ
御
奉
公
な
れ
ば
、
首

一

ツ
を
相
討
と
な
れ
ば
本
意
に

（
１７
ウ
）
非
ず
」

と
て
、
行
光

一
人
に
譲
り
け
り
。
義
盛
委
し
く
聞
届
け
、
大
に
感
じ

「直
家
の
詞
は
武
門
の
本
意
也
。
如
何
様
親
父
直
家

（直
実
）
に
も
劣
り
給
は
ず
。

扱
社
平
山
季
重
は
古
兵
、
足
下
は
未
だ
若
年
と
雖
、
両
人
は
並
ん
で
軍
奉
行
の
仰
せ

を
家
り
玉
ふ
事
、
係
る
陰
徳
成
る
べ
し
。
僅
首

一
ツ
を
相
討
と
言
は
れ
ん
は
口
惜
き

次
第
也
。
今
の
詞
、
千
町
万
町
に
も
替
難
し
。
義
盛
鎌
倉

へ
帰
り
な
ば
、
急
度
披
露

す
べ
し
」

と
云
。
実
や
和
田
が
今
の
詞
は
則
、
千
町
万
町
の
恩
賞
に
も
対
す
べ
し
。

扱
又
、
城
兵
は
匂
藤
八
討
死
し
け
る
故
、
大
に
力
を

（
１８
オ
）
落
し
て
、
は
や
夜

も
明
け
れ
ば
、
畠
山
重
忠
大
軍
を
下
知
し
て
押
寄
せ
け
り
。
依
て
、
金
剛
別
当
秀
綱

以
下
、
終
に
大
木
戸
を
捨
て
退
き
け
り
。

初
て
樋
爪
五
郎
高
衡
大
に
怒
り
、
「初
て
の
手
合
せ
に
大
軍
と
戦
ひ
挑
ま
ず
。
殊
に

敵

一
人
も
討
た
ざ
る
上
、
身
方
の
勇
士
を
討
た
せ
し
は
、
云
甲
斐
な
き
事
共
也
。
高

衡
馳
せ
向
て
敵
を
追
立
べ
し
」
と
云
捨
、
大
木
戸
白
川
の
間
、
荒
神
坂
迎
、
後
ろ
は

深
山
に
て
前
は
海
也
。
其
中
に
細
道

一
筋
有
て
無
双
の
難
所
也
し
に
、
大
木
茂
り
た

る
中
に
兵
を
隠
し
伏
せ
て
待
懸
た
り
。

然
る
に
畠
山
以
下
は
手
合
せ
の
軍
に
打
勝
、
大
木
戸
を

（１８
ウ
）
乗
り
破
り
、
『手

初
め
よ
し
』
と
惣
軍
を
勇
み
進
ん
で
此
所
迄
押
寄
せ
来
り
し
が
、
大
木
を
伐
倒
し
て

道
を
塞
ぎ
た
れ
ば
押
通
る
事
叶
は
ず
。
切
て
此
木
を
取
り
除
け
ん
と
仕
け
る
所
に
、

山
上
よ
り
大
木
大
石
を
投
下
し
て
防
ぐ
に
切
て
、
先
陣
の
軍
卒
三
百
余
人
打
殺
さ
れ

け
り
。
畠
山
是
を
見
て
引
取
ら
ん
と
す
れ
共
、
後
陣
の
多
勢
は
少
し
の
難
義
を
ば
知

ら
ず
、
火
急
に
進
み
押
懸
る
故
、
退
き
難
く
、
重
忠
も

『斯
て
は
叶
は
じ
』
と
後
陣

へ
使
を
以
、
繰
引
に
し
て
退
き
け
る
。
切
て
高
衡
は
又
大
木
大
石
に
て
道
を
塞
ぎ
、

大
木
戸
を
堅
め
た
り
。

六

扱
又
、
二
品
は
再
び
攻
懸
る
べ
き
由
仰
け
る
。
時
に

（
１９
オ
）
重
忠
申
は

「金
剛
別
当
が
引
取
る
は
、
戦
ひ
負
た
る
に
は
非
ず
。
味
方
を
切
所
に
偽
引
入
て
討

た
ん
と
の
謀
ご
と
也
。
然
れ
ば
此
所
は
通
り
難
し
」

と
云
。
義
盛
聞
て

「漢
楚
七
十
余
度
の
戦
ひ
に
毎
度
項
羽
勝
利
し
け
れ
ど
も
終
に
滅
亡
し
た
れ
ば
、
左

の
而
已
心
を
労
す
る
事
に
あ
ら
ず
」

迎
、
暫
時
軍
事
を
止
て
様
子
を
窺
ひ
け
り
。

然
る
に
山
上
に
細
道
有
り
。
鎌
倉
勢
は
此
道
筋
を
知
ら
ず
。
又
、
高
衡
は

『敵
兵

若
し
彼
通
り
を
廻
り
な
ば
、
身
方
の
軍
難
義
成
る
べ
し
』
と
て
、　
一
万
余
人
を
分
て

彼
細
道

へ
遣
し
け
り
。

然
る
に
和
田
義
盛
は
近
辺
を

（１９
ウ
）
巡
見
し
け
る
に
、
昨
日
迄
は
深
山
に
諸
鳥

群
り
居
た
る
所
に
、
今
日
は
曽
て
見
得
ず
、
其
上
諸
獣
も
里

へ
出
来
る
を
、
義
盛
見

聞
し
て
は

『扱
は
山
上
に
道
有
て
敵
方
よ
り
守
兵
を
廻
す
に
初
て
斯
の
如
し
』
と
思

へ
、
心
中
に
悦
び
急
ぎ
下
知
し
て
、
翌
日
未
明
に
鎌
倉
勢
又
大
木
戸
に
押
寄
せ
鯨
波

を
上
て
責
懸
り
け
れ
ば
、
高
衡
は

『よ
は
し
』
と
会
釈
し
乍
、
白
川
の
方

へ
引
取
る
。

是
又
鎌
倉
勢
を
偽
引
為
也
。
此
節
義
盛
急
度
工
夫
し
て
、
前
方
泰
衡
に
恨
み
有
て
味

方

へ
降
参
し
た
る
安
藤
治
郎
と
云
者
を
案
内
者
と
し
て

（
２０
ォ
）
彼
山
上

へ
廻
し
け

る
に
、
案
の
如
く
細
道
有
り
。
此
所
よ
り
兵
を
進
め
け
る
に
、
高
衡
が
廻
し
置
た
る

一
万
余
人
、
思

へ
寄
ら
ざ
る
事
な
れ
ば
、　
一
戦
に
も
及
ず
敗
北
し
て
高
衡
に
告
け
れ

ば
、
是
又
大
に
驚
き
、
「扱
は
敵
軍
此
道
を
知
り
た
れ
ば
、
中
々
侮
る
べ
き
に
非
ず
。

然
ら
ば
大
木
戸
に
て
鎌
倉
勢
を
防
が
ん
事
叶

へ
難
し
。
白
川
の
関
に
て
防
ぐ
べ
し
」

と
て
、
人
数
を
纏

へ
白
川

へ
退
き
け
れ
ば
、
鎌
倉
勢
は
勇
み
進
ん
で
直
ぐ
に
白
川

ヘ

押
寄
け
り
。

愛
に
錦
戸
太
郎
は
兄
弟
と
不
和
に
也
し
故
、
押
篭
め
置
け
る
が
、
流
石
に
骨
肉
同

胞
の
兄
弟

（
２０
ゥ
）
害
す
べ
き
に
非
ず
。
前
方
泉
三
郎
忠
衡
を
討
た
る
を
後
悔
し
て
、

国
衡
を
ゆ
る
し
て
白
川
の
関
を
守
ら
せ
け
る
。
此
節
鎌
倉
勢
の
先
手
畠
山
重
忠
は
白

川
に
押
寄
て
鯨
波
を
揚
げ
け
れ
ば
、
城
中
よ
り
も
武
者

一
騎
駈
出
て
大
音
上
て



「錦
戸
太
郎
国
衡
が
家
の
子

・
熊
武
と
云
者
也
。
先
々

一
箭
を
進
ら
せ
ん
」

と
呼
は
り
射
た
り
し
に
、
其
矢
、
半
沢
六
郎
が
備
場
に
松
の
木
有
り
し
が
、
其
松
の

木
に
中
り
け
り
。
熊
武
は

『射
損
じ
た
り
』
と
夫
よ
り
厳
し
く
射
け
る
に
、
畠
山
が

軍
兵
十
余
人
射
落
さ
れ
、
色
め
く
所
に
大
手
の
木
戸
を
開
て
、
錦
戸

（２‐
ォ
）
太
郎

国
衡
三
千
余
人
を
従

へ
て
駈
出
け
れ
ば
、
此
威
勢
に
梓
易
し
て
、
味
方
は
覚

へ
ず
二

三
丁
退
き
け
る
に
、
重
忠
少
も
退
か
ず
、
木
田
、
半
沢
を
左
右
に
従

へ
挑
み
戦
ひ
け

り
。
二
品
逢
に
見
玉

へ
、
「す
は
や
重
忠
を
討
た
す
な
。
続
け
／
ヽ
」
と
下
知
し
玉
ふ

故
、
鎌
倉
勢
は
我
劣
ら
じ
と
争
ひ
進
ん
で
苦
戦
す
。

愛
に
小
山
左
衛
門
朝
政
、
宇
都
宮
弥
太
郎
朝
綱
は
五
十
余
人
を
引
率
し
て
、
彼
案

内
者
安
藤
次
郎
を
先
に
進
ま
せ
、
樵
夫
の
通
ふ
細
道
を
押
廻
り
て
白
川
の
後
ろ
へ
廻

り
し
に
、
奥
州
の
輩
は

『鎌
倉

（２‐
ゥ
）
勢
今
日
初
て
の
軍
な
れ
ば
、
後
ろ
の
深
山

へ
は
軍
兵
を
廻
す
ま
じ
』
と
思

へ
、
油
断
し
て
守
る
兵
は
勿
り
し
故
、
小
山
、
宇
都

宮
等
が
敵
の
後
ろ
へ
廻
て
山
上
よ
り
柵
を
目
の
下
に
見
下
し
て
厳
し
く
射
懸
け
る
に
、

其
射
手
の
中
に
諸
岡
兵
衛
と
て
大
力
の
者
有
り
し
が
、
大
石
を
山
の
上
よ
り
柵
の
内

へ
投
下
す
事
彩
し
く
、
夫
の
み
な
ら
ず
、
小
林
朝
比
奈
義
秀
も
渠
と
同
伴
し
て
此
所

に
有
り
。
此
義
秀
は
若
年
な
れ
共
大
人
数
十
人
に
て
も
動
か
し
難
き
程
の
大
石
を
投

懸
／
ヽ
働
き
け
る
故
、
奥

（
２２
オ
）
州
勢
見
る
間
に
四
五
十
人
打
殺
さ
れ
た
り
。
「既

敵
軍
味
方
の
後

へ
廻
る
事
、
何
様
渠
等
は
凡
人
に
て
は
有
る
ま
じ
。
今
は
此
所
守
り

難
し
。
面
々
早
く
引
取
る
べ
し
」
と
、
云
捨
て
、
其
身

一
番
に
馬
を
馳
せ
て
安
津
加

志
の
方

へ
逃
失
せ
け
り
。
竹
て
奥
州
勢
は
我
先
に
と
逃
行
を
、
追
か
け
／
ヽ
討
取
り

分
捕
高
名
し
て
勇
み
悦
び
け
れ
ば
、
二
品
下
知
し
給

へ
、
勝
関
を
揚
さ
せ
給
ふ
。
此

時
錦
戸
太
郎
国
衡
は
臆
病
を
構

へ
て
逃
帰
り
け
る
。

樋
爪
五
郎
謀
略
　
寄
手
難
義
の
事

（
２２
ウ
）

井
　
安
藤
治
郎
乱
箭
の
中
に
死
亡
の
事

斯
て
国
衡
敗
走
し
て
安
津
加
志

へ
引
と
り
け
れ
ば
、
舎
弟
樋
爪
五
郎
高
衡
大
に
窓

怒
し
て
、
「敵
軍
揚
手

へ
回
り
し
事
を
聞
き
臆
し
て
逃
帰
ら
る

ゝ
事
、
云
甲
斐
な
し
。

先
々
高
衡
出
張
し
て
敵
を
遮
り
追
払
ふ
べ
し
」
と
、
厨
川
六
郎
俊
衡
、
太
田
冠
者
師

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
各
じ

衡
両
人
を
相
具
し
て
、
二
千
余
に
て
白
川

へ
馳
せ
向
ひ
け
る
が
、
舎
弟
六
郎
を
ば
白

川
と
安
津
加
志
の
間
成
、
荒
神
坂
と
云
難
所
に
伏
せ
置
、
同
七
郎
師
衡
射
手
百
騎
を

指
添
、
山
上
に
障
を
と
ら
せ
、
高
衡

（２３
オ
）
七
百
余
人
を
引
率
し
て
旗
を
伏
せ
兜

を
脱
て
白
川

へ
来
り
し
が
、
鎌
倉
勢
は
高
衡
が
智
謀
有
る
事
は
未
だ
曽
て
知
ら
ず
。

『扱
は
敵
兵
戦
ひ
負
て
降
人
に
出
る
や
』
と
思
ふ
故
、
猶
予
し
け
る
所
に
、
既
半
時
斗

り
に
近
付
見
侍
し
所
に
、
思

へ
の
外
隠
し
持
た
る
旗
を
押
立
七
百
余
人
驀
地
暗
に
打

て
出
、
駈
立
け
れ
ば
、
鎌
倉
勢
是
を
見
て

「す
は
や
、
敵
兵
余
さ
じ
」
と
、
同
じ
く

馳
向
て
挑
み
戦
ひ
け
る
所
に
、
高
衡
は
弱
々
と
会
釈
し
乍
、
追
懸
／
ヽ

「
一
人
も
遁

す
な
」
と
追
行
所
に
、
既
に
荒
神
坂
ま
で
至
る
所
に
、
隠
し
伏
せ
た
る
厨
川
六
郎
俊

衡
は
、
士
卒

（２３
ウ
）
を
下
知
し
て
俄
に
起
立
、
鎌
倉
勢
前
路
を
述
り
攻
戦
ふ
。

抑
々
是
は
無
双
の
険
岨
に
し
て
、
殊

一
騎
打
の
細
道
な
れ
ば
、
鎌
倉
勢
案
に
相
違
し

け
れ
ば
急
ぎ
引
返
さ
ん
と
す
れ
共
、
後
陣
の
大
勢
先
手
難
儀
は
知
ら
ず
、
我
劣
ら
じ

と
争
ひ
進
ん
で
押
来
た
る
故
、
人
関
に
成
て
引
取
し
難
し
。
此
図
を
見
て
、
高
衡
下

知
し
て
四
方
よ
り
射
懸
る
矢
は
雨
の
如
く
。
此
故
に
鎌
倉
勢
矢
疵
を
家
る
者
其
数
を

知
ら
ず
。
切
て
身
方
以
の
外
周
章
し
て
狼
狽
騒
ぐ
所
に
、
六
郎
俊
衡
は
勇
を
奮

つ
て

戦
ひ
け
る
に
、
鎌
倉
勢
大
軍
と
雖
も
難
所

へ
偽
引
入
れ
ら
れ
、
進

（２４
オ
）
退
途
を

失
ひ
、
如
何
せ
ん
と
山
上
を
見
れ
ば
、
大
田
冠
者
師
衡
士
卒
を
下
知
し
て
大
木
大
石

を
投
下
し
け
る
故
、
鎌
倉
勢
の
先
手
三
百
余
人
暫
時
に
死
亡
し
て
、
半
死
半
生
の
者

は
数
を
し
ら
ず
。
殊
に
先
手
の
大
将
畠
山
重
思
苦
戦
仕
け
る
所
に
、
矢
疵
を
家
り
乍

漸
々
と
敵
の
囲
み
を
切
抜
、
万
死
を
遁
れ
て
白
川

へ
引
取
り
け
る
。

是
に
依
て
高
衡
俊
衡
師
衡
等
も
人
数
を
纏

へ
安
津
加
志

へ
引
取
り
け
る
に
、
泉
の

柵
を
通
る
時
に
高
衡
落
涙
し
て

「此
所
は
舎
弟
三
郎
忠
衡
夫
婦
の
死
亡
せ
し
所
也
。
此
度
の
如
き
戦
乱
を
知
る
な
ら

ば
、
三
郎
殿

（
２４
ウ
）
を
討
た
せ
間
敷
も
の
を
。
古
入
道
殿
の
遺
命
を
守
り
し
は
、

兄
弟
九
人
の
中
に
て
只
此
三
郎
殿

一
人
也
。
哀
れ
忠
衡
在
世
に
於
は

一
方
の
能
き
堅

め
成
べ
き
も
の
を
」

と
、
涙
を
流
し
て
申
け
れ
ば
、
俊
衡
も
師
衡
も
倶
に
落
涙
し
け
る
と
か
や
。

七



扱
又
、
小
山
、
宇
都
宮
等
は
白
川
の
柵
を
揚
手
よ
り
攻
破
て
、
「奥
州
合
戦
に
第

一

番
の
高
名
也
」
と
自
慢
し
て
、
益
々
進
ん
で
攻
入
け
る
に
、
彼
安
藤
治
郎
を
案
内
者

と
し
て
此
所
迄
責
入
を
、
高
衡
屹
と
見
て
、
泉
の
柵

へ
取
り
入
、
櫓
の
上
に
立
顕
は

れ
、
大
音
上
て

「
い
か
に
や
鎌
倉
の
面
々
、
聞
給

へ
。
樋
爪
五

（２５
オ
）
郎
高
衡
、
厨
川
六
郎
衡
俊
、

太
田
冠
者
師
衡
、
此
所
に
在
り
。　
一
軍
し
て
返
ら
れ
よ
」

と
呼
は
る
を
聞
き
、
勝
誇
り
た
る
小
山
朝
政
、
宇
都
宮
朝
綱
等
下
知
し
て
両
勢

一
度

に
攻
め
懸
る
を
見
て
、
高
衡
も
下
知
し
て
雨
の
降
る
如
く
射
懸
け
る
故
、
寄
手
の
勇

士
汁
八
騎
迄
射
落
し
た
り
。
時
に
高
衡
云
は

「安
藤
治
郎
は
故
入
道
殿
の
大
恩
を
家
り
た
る
身
に
て
、
鎌
倉
殿

へ
降
参
し
て
我
々

に
仇
し
敵
を
導
く
事
奇
怪
也
。
其
上
渠
を
活
置
て
は
当
国
を
能
知
り
た
る
者
な
れ
ば
、

此
末
敵
方
の
使
り
と
也
、
身
方
の
為
何
様
の
害
と
な
ら
ん
も
斗
り

（２５
ウ
）
難
し
ｏ

既
大
木
戸
白
川
の
両
柵
も
渠
が
案
内
し
け
る
故
攻
破
ら
れ
た
れ
ば
、
早
々
奴

つ
を
射

落
し
て
腹
心
の
病
根
を
断
べ
し
」

と
下
知
し
け
れ
ば
、
「心
得
た
り
」
と
射
手
の
輩
矢
尻
を
揃

へ
て
射
け
る
に
切
て
、

安
藤
治
郎
が
乱
矢
の
中
に
射
ら
れ
け
る
。
依
て
鎌
倉
勢
は
頼
に
思

へ
し
案
内
者
を
射

ら
れ
て
大
に
力
を
落
し
、
気
貶
し
け
る
所
に
、
厨
川
六
郎
俊
衡
、
舎
弟
八
郎
道
衡
等

一
手
に
成
て
駈
出
し
戦
ひ
け
る
故
、
是
に
敵
す
べ
き
様
も
な
し
。
扱
社
鎌
倉
勢
四
角

八
面
に
散
乱
し
て
逃
行
け
る
に
、
深
く
頼
た
る
案
内
者
安
藤
治
郎
射
ら
れ
し
故
、
寄

手
は
不
知
案
内
故
、
敵
国

へ
攻
入
べ
き
方

（２６
オ
）
便
を
失

へ
け
る
故
、
さ
し
も
の

小
山
、
結
城
、
宇
都
宮
等
の
輩
も
労
し
て
功
な
く
、
空
し
く
白
川

へ
引
返
し
け
る
。

去
れ
ば
、
高
衡
が
働
き
に
初
て
、
大
木
戸
、
白
川
等
二
ヶ
所
の
恥
辱
を
雪
ぎ
て
安
津

加
志

へ
引
取
り
、
兄
弟
心
を

一
つ
に
し
て
彼
城
を
堅
め
け
れ
ば
、
鎌
倉
勢
大
軍
と
雖
、

容
易
に
は
攻
破
り
難
く
見
得
け
る
。

斯
て
寄
手
敗
走
に
及
ぶ
と
雖
、
既
、
大
木
戸
、
自
川
は
味
方
の
地
と
也
け
れ
ば
、

頼
朝
卿
御
悦
び
限
り
な
く
、
然
れ
ば
第

一
の
先
陣
畠
山
治
郎
重
忠
手
を
負

へ
た
れ
ば
、

漸
く
軍
事
を
止
め
て
敵
方
の
容
姿
を
何
は
ん
が
為
に
白
川
に
陣
し
給

へ
、
三
浦
新
兵

八

衛
尉
常
盛
、
梶
原

（
２６
ウ
）
源
太
左
ヱ
門
景
季
、　
一
品
房
正
寛
、
小
山
五
郎
宗
政
、

工
藤
小
治
郎
行
光
、
同
左

ヱ
門
祐
経
等
を
御
供
に
て
、
白
川
よ
り
初
め
て
刈
田
名
取

り
川
等
の
名
所
旧
跡
を
御
尋
、
『名
社
の
関
を
御
覧
有
る
べ
し
』
と
て
面
々
を
召
し

て
、「陸

奥
名
社
の
関
と
音
に
聞

へ
し
名
所
に
て

吹
く
風
も
名
こ
そ
の
関
と
思

へ
ど
も

道
も
瀬
に
な
る
山
吹
の
花

世
々
の
歌
人
も
連
ね
置
し
所
な
れ
ば
、
見
ざ
ら
ん
も
本
意
な
け
れ
ば
、
侶
や
至
て
見

べ
し
」

と
仰
け
る
。
梶
原
景
季
畏
て

（２７
オ
）

「程
近
き
所
な
ら
ば
御
供
仕
る
べ
く
候
ら

へ
共
、
彼
所
は
逢
の
奥
に
し
て
道
す
が
ら

敵
城
多
く
構

へ
た
れ
ば
、
中
々
通
ふ
ら
せ
玉
ふ
事
叶

へ
難
し
。
夷
賊
悉
く
御
退
治
以

後
、
御
帰
陣
の
折
か
ら
緩
々
御
覧
有
る
べ
し
」

と
て
寄
せ
手
を
ば
名
こ
そ
の
関
と
戦
ひ
ど
も

君
の
威
風
に
な
び
く
奥
州

斯
の
如
く
即
席
に
詠
吟
し
け
れ
ば
、
二
品
殊
に
御
感
の
仰
有
り
。

去
程
に
錦
戸
太
郎
国
衡
、
「樋
爪
五
郎
高
衡
等
安
津
加
志
の
城
に
楯
篭
り
、
夫
よ

り
此
方
に
は
敵
と
云
は
な
し
」
と
注
進
し
け
る
に

（２７
ウ
）
竹
て
、
頓
て
白
川
を
御

出
陣
有
て
安
津
加
志
迄
押
詰
め
玉

へ
け
れ
ば
、
鎌
倉
勢
も
皆
悉
く
押
よ
せ
た
れ
ば
、

先
づ
敵
城
の
様
子
を
伺
ひ
見
給
ふ
為
、
合
戦
を
始
め
ず
、
敵
と
隔
事
機
二
十
余
丁
に

し
て
本
陣
を
居

へ
ら
れ
た
り
。

鎌
倉
殿
安
津
加
志
に
本
陣
居

へ
合
戦
の
事

文
治
四
年
八
月
十
四
日
二
品
安
津
加
志
の
城
に
押
寄
給
ふ
。
抑
々
此
安
津
加
志
の

城
は
、
本
城
に
至
る
迄
に
十
八
曲
輪
有
て
、
櫓
十
三
ヶ
所
、
木
戸
八
ヶ
所
、
堀
深
く

阿
武
隈
川
の
流
れ
を
堰
入
れ
、
木
戸
毎
に
橋
を
置
て
馬
武
者
十
騎
並
ん
で
渡
る
様
に

推
ら

へ
た
れ
ば
、
（
２８
オ
）
恰
も
四
条
五
条
の
大
路
よ
り
も
広
し
。
大
手
の
方
に
は



馬
の
駈
場
三
里
余
り
有
。
斯
の
如
き
名
城
に
楯
篭
る
大
将
は
、
錦
戸
太
郎
国
衡
、
鳥

海
四
郎
季
衡
、
樋
爪
五
郎
高
衡
、
本
吉
冠
者
師
衡
等
の
兄
弟
四
人
、
都
合
其
勢
八
万

余
人
に
て
堅
め
た
り
。
寄
手
は
十
二
万
余
人
と
難
、
先
日
の
軍
に
或
は
手
負
、
或
は

討
た
れ
て
残
る
所
は
十
万
余
人
也
。
此
城
は
白
川
と
は
違

へ
、
要
害
堅
回
の
城
也
。

大
木
戸
白
川
は
櫓
有
と
雖
、
左
而
己
堅
固
に
も
非
ず
。

然
れ
ば
二
品
当
国
に
入
玉

へ
て
城
郭
を
攻
ら
る

ヽ
最
初
の
也
迎
、
足
立
藤
九
郎
盛

長
に
仰
せ
て
、
泰
衡
兄
弟
朝
敵
た
る
事

（
２８
ウ
）
を
城
兵
共
に
知
ら
し
め
ん
為
、
白

川
の
法
皇
よ
り
下
さ
れ
た
る
退
治
院
宣
の
写
し
を
旗
年
の
先
き
に
結
び
付
、
先
に
押

立
、
人
月
十
四
日
辰
の
上
刻
、
旭
に
向
て
朝
恩
の
程
を
輝
し
玉
ふ
。
斯
て
敵
身
方
の

発
す
る
鯨
波
は
三
十
里
に
響
き
聞

へ
け
り
。
斯
て
下
河
辺
庄
司
行
平
に
仰
せ
て
、
失

倉
に
鏑
ら
矢
を
射
ら
せ
ら
る

ゝ
に
、
其
箭
櫓
の
補
に
立
た
り
。
此
節
城
中
よ
り

一
の

矢
は
山
陰
六
助
と
云
者
射
出
す
所
に
、
味
方
の
先
備

へ
の
補
に
射
付
た
り
。
此
節
上

総
権
助
高
弘
上
意
を
承
り
、　
一
陣
に
進
み
大
音
声
に

「清
和
帝
の
後
胤
六
孫
王

（２９
オ
）
経
基
の
末
葉
征
夷
将
軍
従
二
位
頼
朝
卿
黍
く
も

院
宣
を
給
は
り
、
朝
敵
泰
衡
以
下
を
御
退
治
と
し
て
向
ひ
玉

へ
給
ふ
。
切
て
御
旗
の

上
に
院
宣
を
顕
は
し
給

へ
、
朝
恩
の
程
を
輝
す
所
也
。　
一
度
拝
す
る
輩
は
必
ず
冥
加

を
存
す
べ
し
。
況
や
是
に
向
ひ
奉
り
軍
せ
ん
者
は
則
　
天
子
に
弓
を
挽
に
等
し
く
、

即
刻
に
天
罰
を
家
ら
ん
よ
り
、
早
く
降
参
し
て
刑
を
遁
れ
よ
」

と
呼
は
る
。
城
中
に
て
は
櫓
の
上
よ
り

「兎
角
問
答
せ
ん
よ
り
急
ぎ
城
攻
し
給

へ
。
奥
州
武
士
の
手
並
を
見
せ
進
ら
す
べ
し
」

と
云
。
此
節
錦
戸
太
郎
国
衡
は
、

「寄

（２９
ウ
）
手
債
年
に
院
宣
を
付
て
城
兵
の
心
を
惑
は
す
。
い
か
ゞ
す
べ
し
」

と
云
。
樋
爪
五
郎
高
衡
聞
て

「頼
朝
院
宣
を
以
、
奥
州
勢
を
帰
伏
さ
せ
ん
為
也
。
又
、
此
方
に
は
前
方
二
品
の
下

知
と
し
て
、
伊
予
守
殿
を
退
治
す
る
に
於
は
恩
賞
と
し
て
下
総
の
国
を
与
ふ
べ
き
由
、

頼
朝
の
起
請
文
有
れ
ば
、
是
を
以
、
頼
朝
偽
り
の
不
義
た
る
事
を
万
人
に
知
ら
せ
、

恥
辱
を
与
ふ
べ
し
」

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
舎
じ

と
て
、
則
、
平
泉

へ
申
遣
し
け
る
。
高
衡
又
、
国
衡
に
向
て

「大
手
の
櫓
よ
り
見
玉

へ
。
高
衡
彼
の
院
宣
を
射
落
し
申
べ
し
」

と
云
に
切
て
、
国
衡
以
下
の

一
族
悉
く
櫓
の
上
に

（３０
ォ
）
有
て
、
見
物
し
け
る
に

高
衡
は
弓
矢
を
携

へ
、
敵
陣
の
体
を
見
渡
し
居
た
り
け
り
。
抑
々
鎌
倉
殿
は
新
調
の

白
抜
の
上
に
院
宣
の
写
し
を
結
付
ら
れ
し
を
、
高
衡
是
を
見
て
射
落
さ
ん
と
思

へ
け

れ
共
、
彼
を
引
か
れ
ん
事
を
思

へ
、
偽
り
て

「先
日
よ
り
度
々
高
衡
矢
を
進
ら
す
る
を
難
、
未
だ
鎌
倉
勢
に
直
々
に

一
矢
も
進
ら

せ
ず
。
切
て
只
今

一
矢
奉
る
べ
し
」

と
云
も
終
ら
ず
射
け
る
に
、
其
矢
則
旗
年
に
結
付
た
る
院
宣
の
結
目
を
射
切
て
、
余

る
矢
は
遥
の
後
ろ
に
備

へ
た
る
狩
野
介
宗
茂
が
備
に
落
た
り
。
依
て
、
彼
の
写
し
秋

風
に
吹
散
ら
し
、
暫
く
有
て

（３０
ゥ
）
工
藤
左

ヱ
門
祐
経
が
陣
の
上
に
落
た
り
。
是

を
見
て
城
兵
八
万
余
人

一
同
に
高
衡
が
弓
勢
感
じ
誉
め
け
り
。
扱
又
、
二
品
は
彼
矢

を
取
り
寄
せ
見
玉
ふ
に
、
角
筈
に
鷲
の
羽
を
以
、
矧
た
る
矢
に
て
十
三
束
三
ツ
伏
せ

「奥
州
の
住
人
樋
八
五
郎
高
衡
」
と
記
し
た
り
。
二
品
の
仰
せ
に
、

「是
偏
に
我
叔
父
八
郎
為
朝
の
矢
に
等
し
。
此
矢
に
当
ら
ば
何
者
に
て
も
落
命
す
べ

し
」
と
仰
せ
け
る
。
然
る
に
又
、
高
衡
二
の
矢
を
番

へ
、
大
音
声
に

「実
の
院
宣
に
於
は
　
天
子
の
尊
威
に
傍
て
高
衡
射
る
共
中
る
べ
か
ら
ず
。
畢
克
不

儀
の
企
に
て
申
請
ら
る

ゝ
院
宣
成
る
故
、
高

（
３．
ォ
）
衡
が
矢
先
に
て
地
上
に
落
る

上
は
、
恐
る

ヽ
に
足
ら
ず
」

と
書
る
。
二
品
大
に
怒
り
玉

へ
、

「高
衡
甚
だ
尾
篭
也
。
急
ぎ
渠
を
射
落
す
べ
し
」

と
仰
せ
け
る
故
、
射
芸
の
達
者
八
人
の
中
に
、
信
濃
の
国
の
住
人
海
野
小
太
郎
幸
氏

進
み
出
て
、
「縦
令
高
衡
何
様
の
鎧
を
着
す
と
も
、
射
落
さ
ず
と
云
事
は
非
ら
じ
」
と

馬
を
乗
り
出
し
弓
箭
を
番

へ
け
れ
ば
、
高
衡
が

「海
野
小
太
郎
の
脇
腹
を
射
ん
」
と
、

互
に
殿
ひ
居
る
所
に
、
鳴
呼
の
者
有
て

「先
々
弓
勢
の
程
を
見
玉

へ
」
と
射
出
し
た

る
矢
、
行
届
か
ず
真
中
に
て
落
け
る
故
、
城
兵

一
同
に

「鎌
倉
勢
の
弓
勢
も
知
れ
た

九



り
」
と

（３‐
ゥ
）
手
を
押
て
笑

へ
け
る
。
然
る
に
寄
手
は
二
度
の
恥
辱
を
家
り
、
弥
々

問
心
し
て
怒
り
け
り
。
幸
氏
も
弓
勢
の
先
を
折
か
れ
、
矢
放
さ
ず
引
退
く
。
愛
に
於
、

二
品
大
に
怒
り
玉

へ
、
彼
者
を
穿
議
有
り
し
に
、
土
屋
大
学
義
清
が
郎
等
杢
十
之
丞

と
云
者
也
。
則
、
獄
門
に
臭
ら
れ
け
り
。

斯
て
矢
軍
終
て
翌
十
六
日
寄
手
の
陣
に
は
色
々
の
旗
指
物
彩
し
く
秋
風
に
翻
て
雲

の
如
し
。
此
節
城
兵
は
三
方
の
木
戸
を
開
い
て
駆
出
け
る
は
、
鳥
の
海
四
郎
季
衡
五

千
余
騎
、
本
音
冠
者
師
衡
五
千
余
人
、
樋
爪
五
郎
高
衡
八
千
余
人
、
都
合

（３２
オ
）

一
万
人
千
余
人
、
鯨
波
を
揚
て
打
て
懸
る
。
鎌
倉
勢
は
城
兵
を
取
込
め
て
討
た
ん
と

す
れ
共
、
高
衡
が
働
き
烈
し
く
、
半
時
斗
り
働
き
け
る
。
愛
に
武
蔵
の
住
人
、
岡
部

の
六
弥
太
忠
澄
舎
弟

・
六
郎
思
細
は
、
高
衡
に
組
ま
ん
と
駈
来
る
を
、
屹
と
見
て
、

高
衡
左
り
に
開
き
乍
、
六
郎
が
鎧
の
上
巻
掴
ん
で
引
倒
し
け
れ
ば
、
城
兵
駈
寄
り
終

に
六
郎
が
首
を
討
取
り
。
然
る
所
に
城
中
に
て
は
鐘
を
鳴
ら
し
て
人
数
を
引
取
ら
せ

け
る
に
、
高
衡
後
殿
し
て
繰
り
引
に
退
き
入
る
。
今
日
の
軍
に
城
兵
四
百
汁
余
人
討

た
れ
て
、
手
負
は
二
千
余
人
有
と
難
、
名
有
る
士
は

一
人
も
討
た
れ
ず
。
（
３２
ウ
）
鎌

倉
方
に
は
四
百
八
十
余
人
討
た
れ
て
、
手
負
は
二
千
三
百
余
人
也
。
其
中
に
勇
士
と

云
は
、
岡
部
六
郎
忠
綱
、
庄
三
郎
高
家
、
二
人
討
死
す
。
扱
又
、
城
兵
引
入
時
、
鎌

倉
勢
の
中
よ
り
忍
び
の
者
十
七
人
紛
れ
入
り
け
る
が
、
皆
悉
く
討
た
れ
け
り
。
斯
て

翌
日
大
手
の
櫓
の
上
に
彼
首
を
懸
並
べ
て

「此
輩
は
鎌
倉
殿
よ
り
問
者
た
る
故
に
斯

の
如
く
行
ふ
者
也
」
と
札
を
書
て
立
け
る
に
切
て
、
鎌
倉
殿
も

「扱
は
此
城
疎
忽
に

は
責
難
し
」
と
弥
々
軍
評
定
せ
ら
れ
け
る
。

高
衡
義
盛
互
に
謀
略
　
城
兵
利
を
失
ふ
事

（３３
オ
）

同
月
十
六
日
辰
の
刻
よ
り
又
々
軍
初
て
、
昨
日
の
如
く
初
め
の
程
は
矢
軍
し
け
る

が
、
段
々
に
手
詰
め
の
勝
負
に
也
。
然
る
に
此
節
、
昨
日
平
泉
に
取
り
に
遣
し
た
る

鎌
倉
殿
の
起
請
文
を
城
中
の
櫓
の
上
に
出
し
て
、
「是
は
伊
与
守
殿
を
討
奉
る
に
於

は
、
下
総
の
国
を
恩
賞
に
給
る
べ
き
出
を
書
て
、
奥
に
は
万

一
此
事
偽
る
に
於
は
、

上
は
梵
天
帝
釈
、
下
は
六
十
余
州
大
小
の
神
祇
の
御
罰
を
蒙
る
べ
し
と
の
誓
言
を
乗

せ
ら
れ
た
れ
ば
、
既
、
六
十
余
州
の
惣
追
補
使
征
夷
将
軍
と
し
て
位
は
従
二
位
、
官

一
〇

は
大
納
言
た
る
御
身
に
て
偽
り
を
以
、
人
を
斗
り
給
ふ
を
、
天
へ
訴

へ

（
３３
ウ
）
て

恥
辱
を
与

へ
、
且

つ
昨
日
院
宣
を
二
品
彼
年
に
顕
は
さ
れ
た
る
返
報
也
」
と
聞

へ
け

る
。
斯
の
如
く
に
し
て
、
後
、
大
手
の
櫓
に
人
を
登
せ
て
呼
ば

ゝ
せ
け
る
は

「只
今
此
前
の
矢
倉
に
顕
は
し
た
る
は
、
鎌
倉
殿
よ
り
泰
衡

へ
給
は
る
前
の
御
誓
詞

也
。
此
起
請
文
の
文
言
に
は
、
伊
与
守
殿
を
討
て
出
し
奉
ら
ば
下
総
の
国
を
恩
賞
に

賜
は
る
べ
き
出
を
書
か
れ
た
り
。
誠
に
天
地
の
神
祇
を
驚
し
奉
て
、
若
し
偽
る
に
於

は
件
の
神
祇
の
御
罰
家
ら
ん
と
鎌
倉
殿
真
筆
真
判
を
以
、
是
を
書
き
給
ふ
。
然
る
と

雖
、
御
恩
賞
の
事
は
御
沙
汰
も
ま
く
、
結
句
当
国

へ

（３４
オ
）
御
馬
を
向
ら
る

ゝ
事
、

天
下
の
武
将
に
は
有
ま
じ
き
事
也
。
然
れ
ば
無
用
の
御
誓
詞
也
。
切
て
御
返
し
申
ベ

し
、
と
思

へ
ど
も
合
戦
最
中
な
れ
ば
持
た
せ
遣
は
す
べ
き
人
な
き
故
、
哀
れ
然
る
ベ

き
御
家
来
に
仰
付
ら
れ
、
院
宣
を
射
た
る
が
如
く
射
落
し
て
御
取
り
戻
し
有
べ
し
」

と
呼
は
り
け
る
を
、
二
品
聞
し
召
、

「尤
、
謀
略
の
為
に
遣
し
た
る
起
請
文
な
れ
共
、
其
侭
に
捨
置
か
ん
事
は
天
神
地
祇

の
上
覧
も
恐
し
け
れ
ば
、
誰
也
共
、
是
を
射
落
し
取
り
戻
し
候
ら

へ
」

と
仰
せ
け
れ
ば
、
名
を
指
て

「汝
仕
れ
」
と
上
意
な
き
故
、
八
州
の
御
家
人
片
唾
を

呑
ん
で

（３４
ウ
）
居
り
け
る
は
理
り
也
。
勿
論
的
に
も
非
ず
、
鳥
獣
に
も
あ
ら
ず
、

堀
を
隔
て
其
間
遠
く
風
に
翻
て
、
貞
な
ら
ず
。
殊
に

一
昨
日
高
衡
が
院
宣
を
見
事
に

射
落
し
た
る
述
な
れ
ば
、
少
し
也
共
射
損
じ
て
は
弓
矢
の
恥
辱
な
れ
ば
、
某
射
ら
ん

と
云
人
な
し
。
二
品
も
又
名
指
し
て
仰
せ
な
き
は
、
心
底
に

『外
れ
安
く
中
り
難
き

故
、
是
な
し
天
下
の
晴
れ
也
』
と
思
召
、
『若
し
射
損
じ
な
ば
、
共
者
社
不
便
也
』

と
の
御
心
故
、
然
れ
ば
此
節
進
ん
で
望
む
人
な
け
れ
ば
、
重
て

「人
数
を
減
じ
て
鎌

倉
の
内
に
て
射
手
八
人
の
者
に
仕
れ
」
と
仰
出
さ
れ
け
れ
ば
、
其
余
の
輩
は
虎
口
を

遁
れ

（
３５
オ
）
た
る
心
地
し
け
り
。
扱
又
、
人
人
の
射
手
も
互
に
日
と
目
を
見
合
せ
、

「我
社
」
と
進
み
出
る
人
な
き
所
に
、
梶
原
平
三
景
時
進
み
出
て

「面
々
い
か
な
れ
ば
上
意
の
御
請
申
上
ら
ず
、
互
に
譲
り
合
は
る

ゝ
事
、
心
得
ず
。

万

一
射
損
じ
た
る
と
て
、
其
身
の
恥
辱
の
み
に
て
、
鎌
倉
殿
の
御
恥
辱
に
は
非
ず
。

面
々
自
分
の
名
を
お
し
み
、
君
命
を
軽
ん
ず
る
は
忠
臣
に
あ
ら
ず
。
昔
、
住
吉
の
八



的
を
も
既
、
首
尾
克
勤
め
た
れ
ば
、
急
ぎ
景
季
仕
れ
」

と
指
揮
し
け
れ
ば
、
此
節
二
品
も
既
、
父
景
時
が
名
指
て
申
付
る
故
、
「源
太
射
落
し

候

へ
」
と
仰
に
切
て
、
景
季
は
君
父
の
命
黙
止
難
く
、
（３５
ウ
）
梶
原
源
太
左
ヱ
門
景

季
鞍
の
上
に
畏
て
是
を
承
る
。
少
し
も
辞
す
る
体
も
な
く
、
馬
を
乗
り
出
し
た
り
。

城
兵
共
は
最
前
寄
せ
手
を
欺
き
た
れ
ば
、
定
て
能
射
手
出
て
是
を
射
落
す
や
、
と
大

勢
櫓
に
立
顕
は
れ
、
今
や
／
ヽ
と
見
物
す
。
又
身
方
の
陣
に
も
、
君
を
始
め
諸
国
の

大
名
、
梶
原

一
窯
は
云
に
及
ず
、
源
太
を
贔
辰
す
る
輩
は
、
息
を
詰
て
見
物
し
け
り
。

時
に
景
季
馬
を
五
た
ん
斗
り
に
乗
り
よ
せ
て
、
等
し
く
放
す
矢
は
遠
鳴
し
て
彼
の
起

請
文
を
結
付
た
る
緒
を
射
切
て
、
余
る
矢
は
城
中

へ
落
入
て
、
誓
紙
は
空

へ
吹
上
ら

れ
、
ち
ら
／
ヽ
と
せ
し
が

（３６
オ
）
城
中

へ
落
た
り
。
勿
て
梶
原
が
郎
等
、
番
場
の

忠
太
を
始
め
味
方
の
軍
兵

一
同
に
誉
る
声
は
暫
時
鳴
り
止
ま
ざ
り
し
。
斯
て
彼
の
御

誓
紙
落
け
る
を
取
上
て
、
景
季
に
渡
し
け
れ
ば
、
則
、
君

へ
奉
る
。
二
品
御
自
筆
な

れ
共
、
三
度
頂
き
給

へ
け
り
。
時
に
城
中
よ
り
大
手
を
開
か
せ
、
景
季
が
射
た
る
矢

を
台
に
の
せ
指
出
て
橋
の
真
中
に
指
置
、
外
に
鷲
の
羽
を
台
に
の
せ
て
指
出
、　
一
所

に
指
置
き
、
使
を
以

「城
将
等
よ
り
、
只
今
射
芸
を
顕
は
し
給
ふ
勇
士
対
面
仕
り
度
事
有
り
。
是
迄
御
出

あ
れ
」

と
云
。
景
季
聞
て
、
則
立

（３６
ウ
）
出
ん
と
し
け
る
所
に
、

「是
全
く
謀
略
に
し
て
、
足
下
を
偽
引
出
し
て
討
た
ん
と
す
る
な
ら
ん
。
必
ず
出
ベ

か
ら
ず
」

と
て
押
止
め
け
る
時
に
、
景
季
云
は

「左
に
あ
ら
ず
。
景
季
射
芸
を
顕
し
た
れ
共
、
命
を
惜
ん
で
招
き
に
応
ぜ
ざ
り
し
と

云
は
れ
る
は
、
是
勇
功
な
き
に
等
し
く
、
生
れ
た
る
甲
斐
も
有
べ
か
ら
ず
」

と
振
切
て
橋
の
上
に
歩
み
寄
る
時
に
、
城
の
使
云
は

「城
将
国
衡
、
季
衡
、
高
衡
等
申
越
候
は
、
『只
今
城
中

へ
射
落
し
た
る
矢
印
に
、
梶

原
源
太
左
ヱ
門
景
季
と
有
る
に
依
て
、
日
比
承
り
た
る
よ
り
猶
々
御
弓
勢
の
程
、
驚

き
入
候
。
凡
、
（３７
オ
）
戦
場
に
て
は

一
筋
の
矢
を
惜
し
く
覚

へ
候
。
切
て
、
送
り

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
各
じ

進
ら
す
る
所
也
。
次
に
御
弓
勢
の
程
、
奥
州
の
者
驚
入
、
高
衡
別
し
て
感
賞
仕
り
候

に
切
て
、
当
国
の
器
物
、
鷲
の
羽

一
尾
引
出
物
と
し
て
送
り
進
し
候
童

と
云
。
景
季
返
答
に
は

「足
下
、
帰
り
て
申
さ
る
べ
き
は
、
景
季
射
芸
御
目
に
懸
候
所
、
感
ぜ
ら
れ
、
則
、

箭
を
送
り
返
さ
れ
、
殊
に
鷲
羽

一
尾
御
芳
志
に
預
り
候
所
、
祥
に
御
礼
申
述
ん
と
存

ず
れ
共
、
重
て
其
城
を
責
落
し
候
半
時
、
此
矢
を
以
し
只
に
御
返
報
申
入
べ
き
の
旨
、

横
に
取
次
給
は
る
べ
し
」

と
、
互
に

一

（３７
ウ
）
礼
を
述
て
別
れ
け
り
。
景
季
若
し
此
時
に
出
ず
ん
ば
、
万
人

の
物
笑
ひ
と
成
る
べ
し
。
則
、
彼
鷲
の
羽
を
御
前
に
持
参
す
。
二
品
の
仰
せ
に

「景
季
の
弓
勢
を
感
じ
て
矢
を
返
す
事
、
左
も
有
べ
き
か
。
但
し
敵
方

へ
引
出
物
を

送
り
越
す
事
、
誠
に
日
惜
き
次
第
也
」

と
仰
け
る
時
、
義
盛
日

「是
無
念
の
事
に
非
ず
。
敵
乍
も
景
季
が
射
術
を
感
じ
て
是
を
送
る
事
、
尤
道
理
を

知
り
た
り
と
云
べ
し
。
先
日
高
衡
が
院
宣
を
射
落
し
た
る
時
、
鞍
鐙
等
に
て
も
送
り

給
ふ
べ
き
に
、
奥
州
殿
は
夷
蝦
也
と
難
、
礼
儀
を
存
じ
て
是
を
送
り
候
。
君

（
３８
オ
）

は
征
夷
将
軍
の
御
身
な
れ
共
、
道
理
を
弁

へ
知
り
給
は
ざ
る
を
な
じ
り
た
る
も
の
也
。

哀
れ
、
先
日
御
引
出
物
有
る
べ
き
の
事
也
」

と
憚
る
所
な
く
申
け
る
時
に
、
景
季
云
は

「此
鷲
の
羽
は
希
代
の
品
な
れ
ば
、
君
の
御
領
に
」

と
指
上
奉
り
、
又
申
け
る
は

「君
に
は
不
審
の
事
を
仰
出
さ
る

ゝ
も
の
哉
。
押
付
此
城
を
攻
落
す
時
、
城
中
に
貯

へ
置
た
る
財
宝
は
悉
く
君
の
御
家
人
配
分
仕
る
べ
し
。
然
ら
ば
今
更
高
衡
が
引
出
物

す
る
も
、
全
く
残
念
の
事
に
非
ら
ず
」

と
申
け
れ
ば
、
君
は
義
盛
、
景
季
が
申
所
も
聞
し
召
、

三
一一日
の
仰
せ
も
勿
り
し
。
（３８

ウ
）然
る
所
に
又
、
今
日
も
城
中
よ
り
三
方
の
木
戸
を
開
て
打
出
る
其
勢
二
万
余
人
。

其
内
半
ば
に
過
て
馬
武
者
な
れ
ば
、
寄
手
大
に
驚
き
、
「誠
に
当
国
は
馬
沢
山
也
」
と

一
一



低
語
り
合
け
り
。
今
日
の
軍
も
鎌
倉
勢
利
を
失
ひ
、
討
た
る
者
多
し
。
此
故
に
義
盛

下
知
し
て
、
先
づ
／
ヽ
戦
を
指
止
め
、
暫
時
思
案
し
け
る
所
に
、
其
侭
に
捨
置
な
ば

宜
し
か
る
べ
き
所
に
、
十
七
八
両
日
は
合
戦
を
せ
ず
、
十
九
日
の
事
成
る
に
、
錦
戸

太
郎
国
衡
云
は

「寄
手
度
々
の
軍
に
打
負
、
退
か
ず
し
て
怠
り
た
り
。
此
虚
に
乗
て
出
張
り
し
追
払

ふ
べ
し
」

と
云
。
高
衡
大
に
制
し
、
（３９
オ
）

「城
中
に
篭
る
輩
は
気
散
じ
怠
り
有
べ
し
。
寄
手
の
痛
む
事
更
に
有
べ
か
ら
ず
。
但

し
寒
中
な
ら
ば
野
陣
に
凍

へ
て
働
き
悪
し
か
る
べ
し
。
今
寒
か
ら
ず
熱
か
ら
ざ
る
の

時
節
に
し
て
、
寄
手
は
少
し
も
弱
り
た
る
色
な
し
。
然
る
に
身
方
打
出
ん
事
宜
か
ら

ず
」
と
制
し
け
れ
共
、
国
衡
更
に
聞
入
ず
し
て
、
三
万
余
人
に
て
無
二
無
三
に
駈
出
た
り
。

国
衡
今
日
の
出
立
は
赤
地
の
錦
の
直
垂
に
緋
威
し
の
鎧
に
銀
の
兜
を
着
し
、
黒
の
馬

に
打
乗
ち
、
真
先
に
進
ん
で
畠
山
の
重
忠
と
火
花
を
ち
ら
し
て
戦
ひ
け
り
。

愛
に
三
浦
郎
等
に
越
後
守
義
介
、
加
賀

（
３９
ウ
）
美
治
郎
長
清
等
は
、
未
だ
合
戦

を
始
め
ざ
り
し
が
、
能
時
節
に
横
合
よ
り
打
て
懸
る
。
国
衡
是
を
見
て
、
三
浦
の
輩

と
戦
ひ
け
れ
ば
、
畠
山
又
横
合
よ
り
切
て
か

ゝ
る
故
、
国
衡
も
又
、
重
忠
と
戦
ひ
け

れ
ば
、
義
盛
も
又
横
合
に
射
手
を
揃

へ
て
雨
の
ふ
る
如
く
射
懸
け
る
故
、
国
衡
大
に

難
義
し
て
引
入
ら
ん
と
思

へ
ど
も
、
城
中
に
て
は
態
と
国
衡
を
懲
ら
す
べ
し
と
て
、

鐘
を
鳴
ら
さ
ゞ
る
故
、
錦
戸
太
郎
は
散
々
に
戦
ひ
負
て
進
退
途
を
失
ふ
所
に
、
城
中

よ
り
是
を
見
て

「左
而
已
身
方
を
悩
す
べ
か
ら
ず
」
迎
、
合
図
の
鐘
を
鳴
ら

（
４０
ォ
）

し
け
れ
ば
、
国
衡
大
に
喜
び
、　
一
番
に
城
中

へ
逃
入
け
り
。
高
衡
大
に
怒
て

「戦
ひ
の
図
を
弁

へ
知
り
給
は
ず
故
、
某
制
し
留
る
と
難
、
御
聞
入
も
な
く
し
て
打

出
玉
ふ
故
、
諮
る
不
覚
を
取
り
玉
ふ
」

と
云
。
国
衡

一
言
の
返
答
も
出
さ
ず
、
面
目
な
き
体
に
て

「此
以
後
は
万
事
足
下
下
知
す
べ
し
」

と
云
。
斯
如
く
な
れ
ば
、
城
中
堅
固
に
し
て
落
べ
き
体
も
見

へ
ざ
る
程
に
、
鎌
倉
殿

一
二

は
国
衡
が
方

へ
御
書
を
以
、

「兄
弟
と
難
、
泰
衡
に
於
は
朝
敵
也
。
渠
を
討
て
出
さ
れ
る
社
、
両
州
は
国
衡
に
恩

賞
有
べ
し
。
早
く
計
略
を
廻
さ
る
べ
し
」

と
仰

（
４０
ゥ
）
入
さ
せ
ら
れ
け
り
。
然
れ
共
、
流
石
に
不
仁
の
国
衡
も
已
前
の
起
請

文
偽
り
成
る
に
懲
り
、
高
衡
を
招
き
是
を
見
せ
け
る
に

「能
く
社
見
せ
給
ふ
も
の
哉
。
我
等
が
謀
こ
と
に
同
意
し
給
ふ
べ
き
や
」

と
云
け
れ
ば
、
国
衡
聞
て

「兎
も
角
も
、
足
下
宜
く
斗
ら
い
申
さ
れ
よ
」

と
云
に
依
て
、
高
衡
則
、
返
書
を
認
め
て
送
る
。
其
赴
き
は

「仰
下
さ
る

ゝ
の
旨
、

委
細
其
意
を
得
奉
る
と
雖
、
前
方
下
さ
れ
候
御
誓
詞
を
さ
へ
破
り
給

へ
、
既
、
伊
与

守
殿
を
討
奉
る
と
難
、
御
約
束
の
増
地
下
総
の
国
を
給
は
る
の
御
沙
汰
も
な
く
、
結

句
当
国

へ
攻
討
給
ふ
上
は
、
仰
せ
の
赴
き

一
ツ
と
し
て

（
４．
ォ
）
信
用
仕
難
し
。
去

り
乍
、
何
に
て
も
御
偽
り
な
き
印
を
見
せ
ら
る
べ
き
」
由
を
返
答
す
。
二
品
是
を
見

て
和
田
に
見
せ
玉
ふ
。
義
盛
披
見
し
て
日

「国
衡
い
か
に
何
の
様
に
悪
人
也
共
、
最
早
君
の
御
偽
課
を
信
用
仕
る
ま
じ
。
又
世

上
に
君
程
慈
恵
な
き
人
も
有
る
べ
か
ら
ず
。
増
地
を
給
は
る
べ
し
と
の
起
請
文
を
以

て
嫌
し
て
伊
与
守
殿
を
討
た
せ
、
兼
約
の
恩
賞
は
賜
は
ら
ず
。
斯
て
泰
衡
を
朝
敵
と

し
て
征
伐
し
給
ふ
事
、
渠
等
が
罪
何
事
ぞ
や
。
亡
父
の
遺
言
を
背
く
の
み
。
今
国
衡

が
返
答
は
、
君
欺
き
、
斗
略
に
落
し
入
れ
ん
と
工
む
也
。
相
構
て
謀
略

（
４‐
ゥ
）
に

乗
ら
れ
給
ふ
べ
か
ら
ず
。
勿
論
渠

一
人
が
工
み
な
ら
ば
、
国
衡
も
凡
者
に
は
あ
ら
じ
。

但
し
此
謀
こ
と
を
種
と
し
て
此
方
に
て
計
略
有
べ
し
」

と
申
け
れ
ば
、
「然
ら
ば
義
盛
宜
く
計
ら
意
申
べ
し
」
迎
、
和
田
に
任
せ
給
ふ
故
、
義

盛
智
謀
を
廻
ら
し
け
り
。
城
中
に
て
も
専
ら
思
慮
し
け
る
。

奥
州
征
伐
記
　
巻
之
第
二
終

（
４２
オ
）
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